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● どんな実験なの？ 

レーウェンフックは球レンズでつくった自家製

の顕微鏡で、初めて微生物の姿を詳細なスケッチ

にしました。球レンズのかわりにビーズを使って

レーウェンフックが作った顕微鏡を再現し、レン

ズの仕組みを知ると共にミクロの世界を体験しま

しょう。  

レーウェンフックのつくった顕微鏡 

● 実験のしかたとコツ 

①スライドガラスの大きさに切った黒いプラスチック板の中央

部に、ビーズ玉より小さい穴を開ける。 

②ビーズ玉を入れセロテープで裏からとめます。 

③スライドガラスの幅の 2倍程度の厚紙を 2枚細いテープ状に

してホッチキスでとめる。 

 ④プレパラートの作成 

スライドガラスの上、中央に見たい物を置き、カバーガラス

をかける。（水を一滴垂らしましょう） 

これでプレパラートが完成（図はオオカナダモの葉） 
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 ⑤レンズ付き黒いプラスチック板の間に厚紙を挟みプレパラート

と一緒に（スライドガラス）を輪ゴムでとめる。 

レンズが飛び出した方がプレパラートにくっつくようにする。 

⑥ピント合わせは、プラスチックの板をつまんでレンズと見たい物

の距離を合わせる。 

           蛍光灯など明るい方を見たピント

を合わせましょう 

            注意 太陽を見てはダメ 

               レーウェンフックのスケッチ 
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